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1. 概要

本資料は再処理施設，廃棄物管理施設，MOX 燃料加工施設の設計基準対象施設及び再

処理施設，MOX 燃料加工施設の重大事故等対処施設に対する基本方針を補足説明するも

のである。 

設工認添付書類の基本方針「配管の耐震支持方針」では，配管支持構造物の計算式，

種別を示している。

計算式は配管支持構造物が角型や丸型等の比較的単純な形状をしていることから，原

子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-1987 の評価方針を基に，材料力学の一般式とし

ている。 

配管支持構造物の種別は，先行発電プラントである東海第二発電所と同様に，アンカ

サポート，レストレイント，スナバ，ハンガの４つの構成としており，これら４つのう

ち，アンカサポート，レストレイント，スナバの３つで適用する種別は東海第二発電所

と同様である。これに対しハンガについては，当社と東海第二発電所と適用する種別が

異なる。 

ここでは，当社と東海第二発電所の配管支持構造物に適用する種別が異なることか

ら，その設計の考え方を示す。 

2. 配管支持構造物における設計の考え方

配管支持構造物の種別に対する設計の考え方について，当社の設工認添付書類の基本

方針「配管の耐震支持方針」と東海第二発電所の基本方針に記載している配管支持構造

物の種別との比較を行ったうえで示す。 
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＜適用する配管支持構造物の種別の比較＞ 

当社及び東海第二発電所の比較を以下に示す。 

当社基本方針「配管の耐震支持方針」抜粋 

東海第二発電所基本方針「Ⅴ-2-1-11 機器・配管の耐震支持設計方針」抜粋 

ハンガの種別としては東

海第二発電所が３種類の

ハンガを示しているのに

対し，当社では１種類と

なる。
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＜基本方針における比較結果＞ 

配管支持構造物の種別はアンカサポート，レストレイント，スナバ，ハンガの４つの

構成としており，これら４つのうち，アンカサポート，レストレイント，スナバの３つ

で適用する種別は東海第二発電所と同様である。ハンガの種別は，当社がスプリングハ

ンガの１種類を適用しているのに対し，東海第二発電所ではスプリングハンガ，コンス

タントハンガ，リジットハンガの３種類となっている。

当社のスプリングハンガ適用における設計の考え方について，ハンガの構造及び機能

的特徴を踏まえた上で示す。

＜構造及び機能的特徴を踏まえた当社の設計の考え方＞ 

配管支持構造物は地震，自重，熱による荷重を考慮して設計する必要があり，そのう

ち，ハンガは地震による荷重を受けないため，自重及び熱による荷重を考慮して設計す

る。

ハンガの種類としてはスプリングハンガ，コンスタントハンガ，リジットハンガの３

種類があり，自重による荷重に対しては３種類とも支持する目的で使用するが，熱によ

る荷重に対しては各々のハンガで機能的特徴に応じ使用する。

これらハンガの熱荷重に対する機能的特徴について構造を踏まえた上で示す。
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スプリングハンガ：コイルばねを有する構造であり，配管から生じる熱荷重をコ

イルばねが吸収する機能を持つことから，熱荷重が生じる箇

所で汎用的に使用する。 

コンスタントハンガ：コイルばねとリンク機構とを組合せた構造であり，コイル

ばねに生じる熱荷重をリンク機構により一定に調整する機

能を持つことから，熱荷重が大きい箇所で熱荷重を低減さ

せる目的で使用する。

リジットハンガ：コイルばね等の荷重を吸収する部材を有さないため，熱荷重に

対する吸収機能は無く，熱荷重の小さい箇所に対してのみ使用

する。 

３種類のハンガは熱荷重に対して各々の特徴を持つが，一般的には，熱荷重に対して汎

用性を持つスプリングハンガを用いて設計を行う。ただし，熱荷重が小さい場合はリジッ

トハンガを，熱荷重が大きい場合はコンスタントハンガを必要により用いる。

当社では一般的に用いられるスプリングハンガで施工が可能であるため，適用するハン

ガの種別はスプリングハンガの１種類としている。 

3. まとめ

当社で適用している配管支持構造物のハンガは，東海第二発電所で適用している３種類

のうち，スプリングハンガを用いており，本ハンガを用いることで配管から生じる荷重に

対して健全性を確保できる設計としている。

コイルばね

コイルばね リンク機構

スプリングハンガ コンスタントハンガ リジットハンガ
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